
教育広

擬
　　　　　ぷ蠣礒羅亥麟駄

ij塗．

鞍ぶ

　9　　Feq　v
■　　Pt　　　　　　　　・

ひ

・ 1二　∵
当　ざ

⑱壕．

十

亨

瀞

司瞥

Q

●

ガイドさんに質問する生徒たち（法隆寺、九段中）

　［P学校生活の中で最も思い出とな

る修学旅行は、2泊3日の日程で、

古都“京都・奈良”を訪ねました。

　コースの設定から、しおりの作成、

現地での行動まで、自分たちの力で

計画的に進めました。

　味わい深い旅になったようです。

＊　教育広報「かけはし」は資源保護の

ために再生紙を使用しています。



平
成
四
年
度
　
教
育
目
標

（抜
粋
）

学
校
教
育
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
し
い
仲
間
を
迎
え
て

　
四
月
六
日
に
小
学
校
・
中
学
校
の
入
学

式
、
十
日
に
は
幼
稚
園
の
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の

区
内
幼
稚
園
の
三
歳
入
園
児

は
、
一
八
一
名
で
す
。
ま
た
、
小
学
校
の

入
学

児
童
は
五
六
一
名
、
中
学
校
の
入
学

生
徒
は

七
五
三
名
で
す
。

　
区
内
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
学

級
数
・
在
籍
者
数
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
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朋
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塙
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劇

在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

　数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減

級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

度

　
　
　
　
　
撒

年
　
　
　
　
　
　
　
　
敵

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学級数 在籍者数
在籍者数

前年比

幼稚園
〔14園〕

48 565 △　32

小学校
〔14校〕

137

（5）

3，672

（27） △113

中学校
〔5校〕

73

（1）

2，672

　（4） △192

わ

　
ゑ
　
　
　
　
　
　
っ
ぺ
ゑ
　
ゆ
ぷ
　
　
　
　
　
　
　

“

紗
繍
教
育
委
員
長
繍
鮮
翫

　
三
月
二
十
日
付
で
、
教
育
委
貝
長
に
横

山
安
宏
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
の
新
し
い
構
成
は
、
次
の

通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

教
育
委
員
長

委

員
長
職
務
代
理
者

教

育
委
員

教

育
委
員

教
育
委
員
（
教
育
長
）

井小藤栗横
澤林井岩山
一 泰康英安
弘而男雄宏

　
社
会
の
急
速

な
変
化
に
伴
い
、
家
庭
教

育
の
重
要
性
が
改
め
て

叫
ば
れ

る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
の
視
点
に
立
っ
て
、
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員

会

は
、
月
二

回
会
議
を
開

き
、
こ
れ
ら

の

課
題
と
と

も
に
、
公
共

施
設
適
正
配

置

な
ど
、
新

し
い
社
会
に

対
応
す
べ
く

審
議
を
進
め

て

い
ま
す
。
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内
容
一
新
の
教
科
書
’

　
　
小
学
校
に

お

い
て

は
、
本
年
度
、
新
し

　
い

学

習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
全
面
的

　
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
思
考
力
、
判
断
力
、
実
践
力
、
創
造
性

　
等
の
育
成
を
重
視
し
、
学
習
内
容
も
大
幅

　
に

改
め

ら
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
教
科
書

　
も
昨
年
度
ま
で
使
っ
て
い
た
も
の
で
は
な

　
く
へ
　
　
　
　
じ
く
な
り
ま
し
た
む

翻
　
　
d

体
験
重
視
の
生
活
科

　
今
回
の
改
訂
で
特
に
目
新
し
い
こ
と
は
、

小
学
校
一
、
二
年
生
で
は
、
社
会
科
．
理

科
に

代

わ
っ
て
、
新
教
科
「
生
活
科
」
が

誕
生
し
た
こ
と
で
す
。

　
生
活
科
の
学
習
は
、
身
近
な
自
然
や
、

地
域
社
会
等
を
対
象
と
し
て
、
児
童
が
、

自
分
の
体
を
動
か
し
、
進
ん
で
物
事
に
取

イ
ズ
が
一
回

り
大
き
く
な

っ

た

こ
と
に

も
お
気
付
き

の
こ

と
と
思

い
ま
す
。

　

図
や
表
も

大
き
く
な
り
、

見
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

り
組
み
、
豊
か
な
心
と
自
立
の
基
礎
を
培

い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
児
童
は
自
分
か

ら
進
ん
で
学
習
す
る
態
度
が
身
に
つ
き
、

幼
児
の
生
活

か

ら
小
学
校
で
の
学
習
へ
、

円
滑
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

週
五

日
制
が
ス
タ
ー
ト

　
本
年
九

月
か
ら
は
、
学
校
週
五
日
制
が

始

ま
り
、
第
二
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
り

ま
す
。

　
明

治
以
来
、
学
校
教
育
は
週
六
日
で
進

め

ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
週
五

日
制
に
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
変
化
と
い

え
ま
す
。

　
世
の

中
は
、
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊

か

さ
を
求
め
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
が
学
校
中
心
で
終
わ
る

時
代
で
も
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ

の

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
子
ど
も

た

ち
は
、
自
分
の
時
間
を
有
効
に
使
．
っ
て
、

自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
進
ん
で
行
動
で

き
る
「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
」
を

目
指
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

て

い

v
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
校
で

は
、
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る

学
力
と
、
自
分
の
時
間
の
有
意
義
な
使
い

方
を
身
に
つ
け
る
指
導
の
い
っ
そ
う
の
充

実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
三
月
の
第
一
回
区
議
会
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
平
成
四
年
度
の
千
代
田
区
一
般
会

計
予
算
の
う
ち
、
敦
育
予
算
は

　
総
額

　
六
六
億
三
、
七
四
一
万
円
、

区
歳
出
合
計
の
約
一
七
％
で
す
。

　
こ

の
教
育
予
算
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち

の
学

習
活
動
に
関
係
の
あ
る
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

☆

　
n
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
活
用
に
よ
る
教
育

　
の
推
進

　
　
　
一
億
一
、
六
〇
二
万
円

　
　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
教
科
の
学

　
習
や
情
報
教
育
等
、
多
方
面
に
活
用
し

　
ま
す
。

☆

クラブ活動でもコンピューター

新
学

習
指
導
要
領
に
よ
る
教
材
整
備

　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
〇
三
万
円

平

成
五
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学

　
習
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
教

材
・
教
具
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

☆

　
自
然
体
験
交
流
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
九
一
万
円

　
　
群
馬
県
嬬
恋
村
に
お
い
て
’
小
学
校

　
の
学
校
間
交
流
、
自
然
体
験
、
農
業
体

　
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
昨
年
度
よ
り
、
三
校
増
や
し
八
校
で

　
試
行
し
ま
す
。

☆

　
小
・
中
学
校
校
舎
等
改
修

　
　
　
　
　
　
　
八
億
八
、
四
六
四
万
円

☆

　
花
小
金
井
学
園
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
八
七
万
円

　
　
全
校
一
斉
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス

　
ト
、
少
年
野
球
等
に
使
用
し
て
い
る
施

　
設
の
改
修
整
備
で
す
。

☆

　
軽

井
沢
少
年
自
然
の
家
第
二
期
整
備

　
　
　
　
　
　
　
四
億

六
、
三
八
四
万
円

　
　
平
成

五
年
春
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

　
多
目
的
な
機
能
を
も
っ
た
施
設
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
x

　
し
そ
い
ま
す
。

　
　
完
成

の
暁
に

は
、
’
公
募
に
よ
る
愛
称

　

を
つ
け
る
予
定
で
す
。

☆

「
目
で
見
る
千
代
田
の
歴
史
」
（
仮
称
）
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
、
I
九
O
万
円

☆

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、
七
四
六
万
円

　
　

区
内
の
図
書
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

　

び
、
図
書
利
用
者
の
便
を
図
り
ま
す
。
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四
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
た
区

議
会
臨
時
会
で
s
t
公
共
施
設
適
正

配
置
構
想
推
進
に
当
面
必
要
な
経

費
と
し
て
、
総
額
十
二
億
一
千
四

百
二
十
五
万
四
干
円
の
補
正
予
算

が
決
ま
り
ま
し
だ
。

　

こ
の
う
ち
、
教
育
関
係
予
算

は
、
　
「
新
た
な
学
校
」
づ
く
り

に

っ
い
て

話

し
あ
う
協
議
会
経

費
、
現
校
舎
の
改
修
工
事
費
、

さ
ら
に
新
し
い
校
舎
づ
v
り
の
計

画
立
案
に
必
要
な
経
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

教
育
関
係
費
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
今
後

と
も
、
み
な
さ
ん
の
意
見

を

い
た
だ
き
な
が
ら
　
公
適
配
構

想
を
進
め
て
ま
3
り
ま
す
。

（新
設
さ
れ
る
七
つ
の
複
合
施
設

の
構
想
に

つ
い
て
は
、
五
月
二
十

日
発
行
の
広
報
「
干
代
田
」
特
集

号
を
ご
参
照
下
さ
い
）

〈
教
育
関
係
予
算
の

あ
ら
ま
し
〉

O
「
新
た
な
学
校
」
設
立
協
議
会

　
r
新
た
な
学
校
」
の
発
足
に
向
け
て
、
学

校
ご

と
に
設
置
さ
れ
る
P
T
A
を
は
じ
め

地

域
・
学
校
関
係
者
に
よ
る
協
議
・
検
討

の
た

め

の
組
織
で
す
。

　
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
あ
わ
せ
、

学
校
ご

と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

o
幼

児
・
児
童
の
交
流
会

　
「
新
た
な
学
校
」
に
ス
ム
－
ズ
に
移
行
し

て

い

v
た
め
に
、
平
成
四
年
度
中
に
幼
稚

園
や
小
学
校
間
で
交
流
会
を
進
め
ま
す
。

　
小
学
校

に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
合

同
の
授
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
校
外
学
習
、
ク

ラ
ブ
活
動
、
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
幼
稚

園
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、
保
護
者
と
と
も
に
合
同
の

保
育
、
園
外
保
育
、
親
子
体
操
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

o
校
舎
の
改

修
・
整
備

　
平
成

五
年
四
月
か
ら
「
新
た
な
学
校
」

と
し
て
使
用
さ
れ
る
校
舎
に
つ
い
て
’
既

存
の
校
舎
に
必
要
な
改
修
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
具
体
的
に

は
、
学
級
増
に
と
も
な
う
普

通
教
室

の
増
設

や
、
国
際
化
教
育
に
対
応

す
る
施
設
の
改
修
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

O
r
新
た
な
学
校
」
の
建
設

　
新

し
く
建
設
さ
れ
る
学
校
は
、
情
報
化

・

国
際
化
の
す
す
む
中
で
1
　
1
1
十
　
1
世
紀

の
教
育

に
対
応
す
る
先
進
的
な
施
設
・
設

備
を
そ
な
え
、
教
育
条
件
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
杜
会
に
開
か
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
ト

ー
タ
ル
な
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
（
仮
称
）
第
七
幼
稚
園
・
小
学
校

〔外
神
田
三
丁
目
複
合
施
設
〕
の
計
画
づ
く

り
や
設
計
、
（
仮
称
）
第
六
幼
稚
園
・
小
学
校

・

（仮

称
）
第
三
中
学
校
〔
神
田
司
町
二
丁
目

複
合
施
設
〕
お
よ
び
（
仮
称
）
第
一
中
学
校
〔
平

河
町
二
丁

目
複
合
施
設
〕
の
計
画
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
学
校
に
は
、
い
ず
れ

も
「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
が
併
設
さ
れ
る

ほ

か
、
菰
称
）
第
六
幼
稚
園
・
小
学
校
・
彼

称
）
第
三
中
学
校
に
は
「
教
育
研
究
所
」
が
、

（
仮
称
）
第
一
中
学
校
に
は
、
「
地
域
体
育
館
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
併
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

o
総
合
文

化
施
設
の
建
設

　
　
　
〔
神
田
小
川
町
三
丁
目
複
合
施
設
〕

　
千
代

田
区
に
住
み
、
学
び
、
集
う
す
べ

て

の

人
々
の
生
活
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る

た
め
の
文
化
発
信
基
地
と
な
る
歴
史
民
俗

資
料
館
や
図
書
館
（
本
館
）
、
生
涯
学
習
セ

ン

タ
ー
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
機
能
を
兼

ね

備

え
た
総
合
文
化
施
設
の
計
画
・
設
計

を
行
い
ま
す
。
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“

水と友だちになろう”
　　　子ども水泳教室のご案内

　h治
螺翼i露

と　　き　平成4年7月8日困、9日㈱、10日翻、14日（火）、15日㈱の5日間

　　　　　午後3時～5時
ところ　千代田区立総合体育館　プール
参加資格　区内の小学生。初心者（全く泳げないか、10m程度しか泳げない人）で、毎回

　　　　　参加できる人。

定員、費用　定貝100名（申込み多数の場合は抽選）。無料。

申込み方法　6月25日㈱までに、往復はがきで「子ども水泳教室希望」と明記。

　　　　　　住所・氏名・性別・年齢・学校名・学年・電話番号を記入する。
申込み先　スポーツ振興課事業係（内神田2－1－8総合体育館内）Tel（3256）8444

　
文
化
財

と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
で
、
美

術
工
芸

品
な
ど
は
大
切
に
保
存
さ
れ
ま
す

が
、
日
ご
ろ
使
っ
て
い
る
生
活
用
具
な
ど

の
民
俗
資
料
は
、
と
か
く
忘
れ
、
捨
て
去

ら
れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
千
代
田
区
立
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、
そ
の
時
代
時
代
の
生
活

の
移

り
か
わ
り
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の

で

き
な
い
民
俗
資
料
の
収
集
に
力
を
入

れ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
’
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
、

昭

和
に
か
け
て
、
く
ら
し
の
中
で
使
わ
れ

　
　
　
　
　
あ
か

て

き
た
「
灯
り
」
「
飲
食
器
」
「
暖
房
具
」

「

大

工
道
具
」
　
「
は
か
り
」
な
ど
、
テ
ー
マ

別
に
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
六
月
九
日
か
ら
十
二
月
に

か

け
て
、
こ
れ
ま
で
の
収
蔵
資
料
を
中
心

と
し
た
生
活
用
品
を
幅
広
く
時
代
別
に
と

り
あ
げ
’
街
な
み
の
変
遷
や
、
区
内
に
お

け
る
日
常
生
活
の
移
り
か
わ
り
を
追
っ
て

み

た
い
と
思
い
ま
す
。

所
在
地
　
千
代
田
区
四
番
町
l

　
　
　

電

話
（
3
2
3
8
）
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開
館
時
間

　
火

～
金
曜

　
　
　
　

午
前
九
時
～
午
後
七
時

　
　
　
　

そ
の
他
の
日

　
　
　
　

午
前
九

時
～
午
後
五
時

休
館

日
月
曜
日

　
　
　
　
　
（
第
二
日
曜
日
の
翌
日
の
月
曜
日
を
除
く
）

　
　
　

第
二
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　
入
場
無
料

気
に
な
る
体
重
計

E
亡
鶏
L
r
－
L
r

地下鉄市ヶ谷駅

　　　　　　　り

四番町歴史民俗

　　　資料館

日本テレビ

地下鉄
　麹町駅

日
本
テ
レ
ビ
通
り

　
先

日
、
保
健
の
先
生
か
ら
、

　
r
毎
日
、
体
重
計
に
の
る
子
が
い
る
。
」

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
子
は
、
私
か
ら
見
れ
ば
肥
満
児
ど

こ
ろ
か
、
む
し
ろ
や
せ
て
い
る
方
だ
と
思

　
　
　
　
　

う
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら
、

噺

学校栄養士さんの
，，ー［1

1
，

自
分
で
は
太
っ
て
い
る
と

思
い
込
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。　
大
人

だ

け
で
な
く
、
現

代
の
子
ど
も
に
も
ス
リ
ム

指
向
が
あ
り
、
太
っ
て
い

る
者
は
や
せ
た
い
、
や
せ

て

い

る
者
で
も
さ
ら
に
や

せ
た

い

と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
や
せ
る
た
め

に

食
事
を
抜
い
て
し
ま
う

の

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
体
の
た

め
に

は
、
き
ま

っ

た
時
刻
に
し
っ
か
り
食

べ
、

よ
く
運
動
す
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。

　
外
見
上
の
体
の
成
長
に
合
わ
せ
て
’
体

内
の
諸
器
官
も
成
長
す
る
大
切
な
時
期
で

す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
し
な
が
ら
、
朝

昼

晩
、
き
ち
ん
と
食
事
を
し
、
バ
ラ
ン
ス

の

と
れ
た
体
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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東
　　4月20日（月）

　12：25　　　　8：28

　13：40　　　17：03

　　4月22日㈱

京

都

ムフ
年
も
、
四
月
二
十
［
ロ
か
ら
二
十
二
［
ロ
に
か
け
、
中
学
校
五
校
が
一
斉
に
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

行
き
先
は
、
京
都
・
奈
良
。

わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
の
あ
と
を
た
ど
り
な
が
ら
、
集
団
行
動
を
通
し
て
自
主
的
な
態
度
を
身
に
つ
け
、

友
情
を
深
め
あ
お
う
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
・
京
都
間
の
往
復
は
、
五
校
と
も
同
じ
新
幹
線
を
利
用
。
た
だ
し
、
見
学
コ
ー
ス
は
、
各
校
が
そ
れ

ぞ
れ
に

選
ん

で
い
ま
す
。

生
徒
が
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
自
分
達
の
計
画
し
た
コ
ー
ス
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　＋三掴堂の旬？＼教珠を奇・ていたS・6“5んし

　　　　　　　　　　話向穗ずみましr＝．（麹町）

離
、
⌒
蓼

・

秘が
て
．
、

ま栢）ゴtl、器イ〈リヤ

　施ん楊。、づ1て

　　恒レンジLeしr・・（漱）

藷
や
木
ζ
ー
．
と
f
姦
雨
伊
東
黍

療
景
色
背
♂
あ
ξ
φ
老
ぜ
ガ
な
紺
蚕
誠
’

〔主
な
見
学
場
所
〕

　
　
三
十
三
間
堂

竜金銀清

安閣閣水

寺寺寺寺

　　　　　　嵯
念祇二落常天

仏王尊柿

寺寺院舎寺寺

r

「鰍長くrgり」て「よう（二」　とめtEL・iをこy）？

　　清7｝時’者羽の禿の，Kk飲みゴしr；．　（九役）
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　　IL．　・。　珠灘
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　　　　　同堪級しれk帖（献

尊
薯
で
み
百
家
う
頃
蓼
足
工
之
・
傘

看
爪
ド
湘
輪
⑳
れ
5
複
径
守
ム
本
童
え

法
筒
守
書
♂
杏
又
ぴ
必
寺
嶋
仁
弟

み

仏
も
差
書
宙
え
る
東
穴
守
小
抹
章
3

嬬
や
が
呆
仏
c
す
ぶ
良
♂
ポ
喜
智
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
句
協
力
・
麹
町
中
学
校
）

ε
ー
　
　
　
　
　
　
w
．
。
蕩
韓
　
　
　

　
　
　
　
　

ぷ／

昧

　
　
　蹴
爵
》
’
寧

二
遁
》
r
そ

ドぎ
’
ぺ

ζ
塁
ぺ

泌

ヌ
罫
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い　　　　∫　　　　　　　　　　言　ゑ讐

奈直のまちかどで　外国0噺しい良riち1こ

　　　　　　　汐）ぐり会いヨしt＝。　（今・1‘1：
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　　苗βの吠芒、おなD＼｛1っは川

　　　　　　　味わい9しr＝．　（一橋）

4月21日（火）
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母
親
だ

け
で
は

に
接
し
て
い
る

や
は
り
先
生
。

　
　
　
　
　
　
う
れ

大
人

た
ち
の
憂

生

活
に
か
か
わ

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
つ
に
語

い

の
不

足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
挨
拶
語
、
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ぱ
ん

語
に

限

ら
ず
、
日
常
頻
繁
に
使
わ
れ
る
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぐ

詞
、
形
容
詞
、
副
詞
の
類
い
に
お
い
て
も
、

そ
の
貧
困
は
嘆
か
わ
し
い
．

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
食
べ
物
の
調
理
は

何
で
も
”
煮
る
”
で
あ
り
、
　
「
ご
飯
を
炊

v
」
ま
で
も
「
ご
飯
を
煮
る
」
に
な
っ
て

し
ま
う
。
　
「
ふ
か
す
・
ゆ
で
る
・
あ
げ
る

・

い
た

め

る
・
や
く
・
お
ろ
す
」
等
々
の

使
い
分
け
な
ど
に
は
到
底
及
び
も
つ
か
ぬ
。

　
子
供
の

語
い
量
を
問
題
に
す
る
時
、
国

語
教
育
の
他

に
、
家
庭
に
お
け
る
言
葉
の

生
活

の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
生
活
の
中
で
言
葉
を

ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

ふ

う
に
家
族
と
言
葉
を
交
わ
し
合
い
、
ど

の

よ
う
に
導
か
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
子

供

を
取
り
巻
く
環
境
が
言
葉
の
教
育
に
影

響
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例

え
ば
、
今
、
　
「
雨
が
降
り
続
い
て
い

る
」
様
子
を
表
現
さ
せ
た
と
す
る
。
た
い

て

い

は
、
　
「
雨
が
朝
か
ら
降
っ
て
い
る
」

r
雨
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
い
る
L
と
ご
く
当

た

り
前
の
言
い
方
で
済
ま
し
て
し
ま
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
時
た
ま
、
　
「
ぬ
か
雨
が
し

と
し
と
と
降
り
続
く
」
と
か
「
静
か
に
絶

え
間
な
く
降
る
春
雨
」
な
ど
と
、
雨
の
種

類
や

そ
の
形
容
を
言
い
分
け
た
表
現
に
出

会
い
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん

な
時
に
は
、
平
生
か
ら
言
葉
に
心
配
り
す

る
大
人
の
影
響
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　
き
り
さ
め
　
し
ぐ
れ
　
　
　
　
り
ん
う
　
ひ
さ
め

　
霧

雨
・
時
雨
・
夕
立
・
森
雨
’
氷
雨
・

み
ぞ

れ

…
…
。
日
本
語
に
は
わ
が
国
の
風

土

的
な
特
色
も
あ
っ
て
、
四
季
・
気
象
な

ど
の
変
化
を
表
現
す
る
言
葉
が
豊
富
で
あ

る
。
こ
の
豊
か
な
言
葉
を
自
由
自
在
に
使

い

こ
な
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
に
事
象

を
見
る
眼
が
鋭
く
、
心
が
敏
感
に
働
く
と

い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
の

豊
か
さ
は
観
察
力
や
思
考
力
、
心
情
の
豊

か

さ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
の
だ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
わ

　
洗
濯

物

を
た
た
む
母
親
の
傍
ら
へ
子
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
　
ま

が
寄
っ
て
来
た
時
、
　
「
邪
魔
よ
、
外
へ
遊

び
に

行
き
な
さ
い
。
」
な
ど
と
追
い
払
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
、
言
葉
の
先
生
に
な
る

チ
ャ
ン
ス
を
放
棄
し
た
よ
う
な
も
の
。
「
ち

ょ
う
ど
よ
い
所
に
来
た
わ
ね
。
一
緒
に
た

た

ん

で
ご

ら
ん
。
ほ
ら
、
こ
の
え
り
を
…

…
。
す
そ
は
…
…
。
そ
で
は
二
つ
折
り
に

し
て
」
な
ど
と
、
親
子
が
心
を
触
れ
合
わ

せ
な
が
ら
、
衣
服
の
部
分
の
名
称
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
掃

除
の
手
伝
い
を
さ
せ
な
が
ら
、
　
「
し
き
い

．

か

も
い
・
な
げ
し
…
…
」
等
々
、
家
屋

の

構
造
名
に
も
親
し
ま
せ
た
り
で
き
る
。

　
食
通
の
友
が
、
調
理
の
言
葉
の
徐
々
に

失

わ
れ
て
い
く
現
状
を
「
日
本
の
味
覚
文

　
　
　
　
　
　
お
お
げ
　
さ

化
の
滅

亡
」
と
大
袈
裟
に
嘆
く
姿
を
見
て

も
、
笑
っ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
言

葉

は
文
化
な
の
で

v
り
い
わ
　

平
成

3
年

前
区
立
小

8

編

集

後

記

　
r
か
け
は
し
L
の
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て

か

ら
、
早
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
、
千
代
田
区
公
共
施
設
適
正
配

置
構
想
の
発
表
、
学
校
週
五
日
制
の
実
施

期

日
の
決
定
、
小
学
校
の
新
教
育
課
程
の

完
全
実
施
等
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
及
び
行

政
機

関
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
広
報
紙
「
か
け
は
し
」

の
重
要
性
が
い

っ

そ
う
増
し
て
き
た
よ
う

に
思
い
、
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
二
年

目
を
迎
え
て
、
今
年
度
は
、
今
ま

で
以

上

に
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
、
地
域
や
P
T
A
の
活

動
の

様
子

な
ど
も
盛
り
込
ん
で
、
充
実
し

た
紙
面
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
を
、

ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

薮
驚
磁
報
「
か
け
嫉
し
と
翻
響

量
6
月
饅
日
難
行
ぐ

璽
果
発
行
／
添
蕾
婁
馨
饗
羅
会

磁
纏
義
田
区
菰
鍵
簾
竃
竹

窯
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